
 

ヨ   シンセイ 

余 新星（YU Xinxing） 職位 准教授 

研    究    業    績              2026 年 5 月 6 日現在 

著書・論文等 

の区分 

著書・論文等の名称、発行所・発表雑誌・学会等の名称、 

  共著の場合の編者・著者名、該当頁数 

発行・発表 

 年 月 

著書（共） 蓑輪顕量編『仏典とマインドフルネス――負の反応とその対処法―

―』、京都：臨川書店 

担当範囲：第一部第三章「中世禅宗における身心の観察」、pp.65—92 

2021 年 3 月 

 蓑輪顕量編著・東京大学仏教青年会著『日本を変えたすごい僧侶図鑑』、

東京：産業編集センター 

分担執筆項目：「蘭渓道隆」（pp.110‒113）、「無学祖元」（pp.122‒125）、

「夢窓疎石」（pp.138‒141） 

2024 年 9 月 

 禅文化研究所編『臨済宗黄檗宗宗学概論 文字からはじめる禅』、京都：

禅文化研究所 

担当範囲：第二章第三節「日本における禅の歴史――二十四流四十六

伝・臨黄各派の歴史」1．はじめに ～ 5．南北朝・室町期における禅

宗の興隆（・夢窓疎石まで）、pp.208‒238 

2026 年 4 月 

論文（単） 「伝法衣の相承と仏光派の法系図について」、『インド哲学仏教学研究』

27、pp.85—98 

2019 年 3 月 

 「高峯顕日と仏光派の伝承について」、『印度学仏教学研究』67（2）、

pp.822—825 

2019 年 3 月 

 「夢窓疎石における根本智と後得智」、『印度学仏教学研究』68（2）、

pp.870—873 

2020 年 3 月 

 「夢窓疎石における方便の思想」、『宗教研究』第 93 巻別冊、pp.279—280 2020 年 3 月 

 「『夢窓国師語録』の諸版本について」、『仏教文化研究論集』21、

pp.112—131 

2022 年 3 月 

 「伝夢窓疎石撰『二十三問答』について」、『駒澤大學禪研究所年報』

34、pp.234-210 

2022 年 12 月 

 「夢窓疎石と『圜悟心要』：「本分の田地」概念の受容を中心に」、『印

度学佛教学研究』73（2）、pp.775‒769 

2025 年 3 月 

 「夢窓疎石の修行遍歴――思想形成の軌跡をたどる」、吉原浩人監修、

鈴木英之・平沢卓也・崔鵬偉編『日本宗教文化史の射程』、pp.317‒339 

2026 年 3 月 

その他（単） 《連載》「仏教学のためのデジタルツール」第 5回 「中華電子仏典協

会（Chinese Buddhist Electronic Texts Association, CBETA）」、『人

文情報学月報』第 140 号 

2023 年 3 月 

翻訳（単） 橫田南嶺「臨済禅的教誨」、余新星訳（日文中訳）、『人間佛教』学報・ 2019年 11月 



藝文第二十四期、pp.198—205、台湾：佛光山人間佛教研究院  

 龔雋「中国初期禅門における『維摩経』」、余新星訳（中文日訳）、『国

際禅研究』（5）、pp.147—176、東京：東洋大学東洋学研究所・国際禅研

究プロジェクト 

2020 年 8 月 

口頭発表（単） 「親鸞の思想形成と宋代浄土教」、東アジア仏教研究会第 29 回定例研

究会、大正大学 

2016 年 5 月 

 「高峯顕日と仏光派の伝承について」、日本印度学仏教学会第 69 回学

術大会、東洋大学 

2018 年 9 月 

 

 「夢窓疎石における魔障の理解」、東アジア仏教研究会第 37 回定例研

究会、東洋大学 

2019 年 7 月 

 

 「日本中世的天狗與魔道思想」、第三回東亜佛教青年學者論壇、台湾：

佛光大学 

2019 年 8 月 

 「夢窓疎石における根本智と後得智」、日本印度学仏教学会第 70 回学

術大会、佛教大学 

2019 年 9 月 

 

 「夢窓疎石における方便の思想」、日本宗教学会第 78 回学術大会、帝

京科学大学 

2019 年 9 月 

 “Dealing With Hindrances Associated With Contemplative Practice: The 

Perspective of Japanese Zen Buddhism.” International Symposium: 

Mindfulness and Human Cognition: A Joint Research Project of Buddhist 

studies, Psychology, and Neuroscience. Mahidol University, Thailand (Virtual 

Conference) 

2021 年 3 月 

 “Re-examination on the author of Twenty-three Dialogues.” EAJS2021:16th 

International Conference of the European Association for Japanese Studies. 

Ghent University, Belgium (Virtual Conference) 

2021 年 8 月 

 「假名法語《二十三問答》作者辨偽」、2021 年清華大学・東京大学学生

論壇、北京：清華大学 (Virtual Conference) 

2021 年 12 月 

 「『夢窓国師年譜』の再検討」、2023 年 2 月中近世宗教史研究会、東京

大学史料編纂所 

2023 年 2 月 

 「夢窓疎石の思想形成について」、仏教思想学会第 39 回学術大会、名

古屋：愛知学院大学 

2023 年 7月 

 「智慧へのアプローチ：一気か徐々か」、日本マインドフルネス学会第

10 回大会、東京：東京大学 

2023 年 12 月 

 「夢窓疎石と『圜悟心要』――「本分の田地」概念の受容を中心に」、

日本印度学仏教学会第 75回学術大会、東京：駒沢大学 

2024 年 9月 

 「夢窓疎石における禅と浄土」、日本宗教学会第 84 回学術大会、東

京：上智大学 

2025 年 9月 

 「看話与悟心：宋代禅在中世日本的受容与嬗変」、中国社会科学院世界 2025 年 9月 



宗教研究所 「古典文明与現代世界：宗教学研究方法和理論創新」国際

学術論壇、北京：中国社会科学院 

 「夢窓疎石における『円覚経』と『首楞厳経』の受容」、第 96 回禅学

研究会学術大会、京都：花園大学 

2025 年 11 月 

口頭発表（共） Yoichiro Watanabe, Kiyonori Nagasaki, Hyunjin Park, Yifán Wáng, Tomohiro 

Murase, Masayoshi Watanabe, Norimichi Yajima, Yoshihiro Sato, Yūi 

Sakuma, Xinxing Yu, Shumpei Katakura, Masahiro Shimoda, Ikki Ohmukai. 

"Toward a Structured Description of the Footnotes of the Taisho Tripitaka". 

TEI Conference and Members' Meeting 2021. Virtual Conference 

2021 年 10 月 

その他（単） ［講座］「仏教世界を歩く」（『天台小止観』を読む）、一般財団法人東

京大学仏教青年会 

2022 年 9 月 

 ［講演］「日本中世臨濟禪的形成史」、佛教研究方法系列講座之四、台

湾：佛光大学(オンライン) 

2024 年 1 月 

 ［講演］「夢窓国師の生涯」、国際禅学研究所特別講演会、京都：花園

大学国際禅学研究所 

2024 年 3 月 

 ［講座］「夢窓疎石と中世禅宗の興隆」、2024 年度花園大学公開講座「禅

とこころ」Ⅱ、京都：花園大学 

2024 年 11 月 

 ［講座］「天狗像の変遷と日本中世の仏教」、2025 年度花園大学公開講

座「禅とこころ」Ⅱ、京都：花園大学 

2026 年 1 月 

  


